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はじめに
中学校社会科歴史的分野では
，世界史を背景に日本
の歴史を通史として学ばせる
。各時代の特色と時代の
移り変わりを学習させることが最も重視され
，政治・
経済
・社会の制度や組織，政権交替に関わる事件・事
象の学習が中心となる
。しかし政治史中心の歴史教育
は「事件・事象の羅列，知識注入，暗記教科」になっ
ているといった問題点が指摘され続けてきた
。学習指
導要領はこうした問題点を改善するために
，昭和52年
版から歴史の舞台を重視し
，生活や生活文化の視点を
取り入れるようになった
。平成元年版でも空間や生活
文化の視点が匚身近な地域
」「生活と生活に根ざした
文化
」としてさらに強調され，内容の取扱いに明記さ
れている*1．ここには民俗学や新しい歴史学の影響が
うかがえる。
しかし
，生徒に生き生きとした歴史像を描かせるた
めには
，内容の取扱いに工夫を凝らすことにとどまっ
ているのではなく
，内容そのものの大胆な見直しが必
要ではないだろうか
。本稿ではこうした点を踏まえ，
まず新しい歴史学としての社会史の性格を明らかにし
，
社会史からみた現行の学習指導要領および歴史教科書
の内容を検討する
。次いで，社会史の研究成果をふま
えた中学校社会科歴史的分野「日本の中世」の内容構成について私案を提起したい。
I｡社会史の特徴と歴史教育にとりいれる視点
「新しい歴史学」と呼ばれる社会史は，従来の歴史
学ではあまり目を向けられなかった歴史の諸側面に光
をあて
，生き生きとした歴史像を描き出している。社
会史の新しさは
，既成の枠にとらわれない，常に新し
い視角からの研究をめざしているところにあるといわ
れる゛ 2
．それは，単に知識量を増大したり，新奇な対
象を求めるだけではなく，対象領域の質的な転換をも
たらした。
日本の社会史では
，①地域を重視する，②これまで
軽視されてきた人々に着目する
，③日常生活から人々
の内面の世界に目を向ける，という新しい視角からの
研究が発表されている'3
。そして①～③の研究対象を
個別のものとしてとらえるのではなく
，相互の関連を
追究し
，社会の総体を明らかにすることをめざしてい
る
。そのために，それぞれの研究対象に適した多様な
史料を用いたり
，他の学問分野の研究成果を積極的に
活用しようとする
。社会史は今や多くの成果をあげ，
特に中世の分野においてはこれまでの歴史像を一変さ
せたといわれる。
このような社会史の研究成果をふまえ
，歴史教育に
とりいれる視点として次の３点を導き出した。
A｡地域の複合体としての日本列島の歴史
Ｂ.多様な民衆とその生活に視点をあてだ歴史Ｃ,集合心性に視点をあてだ歴史
A｡地域の複合体としての日本列島の歴史
従来の歴史教育では
，政権交替史が内容構成の枠組
みとして設定され
，古代大和朝廷の成立以来鎌倉幕府
成立までは畿内朝廷が
，幕府成立以後は鎌倉一室町一
江戸幕府の武家政権が日本全国を支配し
，日本という
単一国家が連綿として続いてきたという理解をもたら
す
。そこでは北海道や沖縄は「進んだ日本」から征服
され日本に同化したとされ
，各地域の歴史や地域の特
質は「遅れたもの」であり，「進んだ中央一遅れた地
方」という図式もとに歴史の発展が説明される。
日本列島を地域の複合体としてとらえることは
，日
本の歴史を相対化して歴史発展の多様性を認め
，さま
ざまな民族や地域の歴史をその民族・地域に即して理
解することである6この視点から地域の歴史を日本列
島の歴史の中に位置づけ
，また日本列島をアジア諸地
域との関連において相互の交流と発展を考える広い視野を持たせることができる。
B｡多様な民衆とその生活に視点をあてだ歴史
歴史教育において一般，民衆といえば農民のこと
をさす状況がある
。しかし近代以前の社会にも，農民
だけでなく漁民，狩猟民，各種の手工業者，遍歴する
－87－
芸能民や聖
，遊女など多様な民衆が存在し，多様な生
活が営まれていた
。これまであまり顧みられることのな
かったこれらの人々も含めて社会が構成されているので
あれば
，農民だけに焦点をあてた民衆の生活は，偏った
歴史像あるいは誤った歴史像を描かせることにもなる
。
絵巻物などの絵画史料にはさまざまな民衆の姿が描
かれており
，各時代の具体的なイメージを与えてくれ
る
。また，その描かれ方からその時代の価値観，社会
各階層の身分関係を読みとることができる
。絵図は，
自然の力や開発によって変化する以前の歴史的景観を
伝え
，土地利用の状況，共同体の範囲や結びつきかた
などを読みとることができる
。また，民話や伝承，各
地に残る習俗は人間の自然との関わり方を明らかにし
，
陶器や漆器などの出土品は想像以上に豊かで多様な民
衆の生活ぶりを示している。
このような史料から
，多様な民衆の存在とその生活
を知ることができる
。また民衆に視座をおくことによ
り
，厳しい支配のもとにおかれながらもしたたかに生
きた民衆の姿や
，規制に縛られない旺盛な活動を示す
民衆の生活が明らかになる。
Ｃ,集合心性に視点をあてた歴史
各時代の政治
・経済のあり方をみても現代の常識で
は理解できないことが多い
。例えば，なぜ古代・中世
において寺社が多くの土地を所有し
，政治的にも大き
な発言権を持ちえたのか
。なぜいったん所有権の移動
した土地をもとの所有者に返すという徳政が実施でき
たのか
，これらは当時の人々の意識の底に共通に流れ
ていたもの（「集合心性
」と称される）を理解するこ
となしには説明できない
。また，現代に残る行事や習
俗
・遊びの淵源を探ることから，その時代や社会にお
ける意味を知り
，当時の人々の世界観・自然観・価値
観などに迫ることができる。
集合心性に視点をあてることは
，歴史事象を当時の
人々の目でとらえようとすることであり
，社会の特質
を明らかにし，歴史をより深く理解することができる。
Ｈ,現行の学習指導要領と歴史教科書の内容
昭和52年版学習指導要領では
，地域重視に関して
｢第
一に日本列島内の地域ごとの歴史が展開している
ことに気づかせること
，第二には，地域を自分に関係
させれば郷土ということになるが
，その郷土の歴史を
探ることによって歴史を自分と密着させたかたちでと
らえさせる｣*4ことが意図されており
，郷土の歴史を
通して
，地域の特性を反映した独自の歴史が展開した
ことを学ばせようとする
。目標からも歴史を地域の特
性と関連させて理解させる姿勢が読みとれる。
しかし
，内容の取扱いをみると，空間の視点が郷土
に限定され
，しかも郷土の歴史をとり上げる目的が，
歴史学習に具体性と親近性をもたせることにおかれて
いる
。さらに，平成元年版になると，国際社会への対
応という観点から
，世界の中の日本に焦点があてられ，
日本国という国家の枠組みが強調されている
。ここで
も身近な地域を取り扱う目的が
，具体性と親近性をも
たせることにおかれており
，地域の歴史を日本列島の
歴史や東アジアの歴史に位置づけ
，日本国の歴史を相
対化するものとはなっていない。
52年の改訂にあたり学習指導要領は
，従来の政治史
中心の歴史学習を改め
，人々の生活にも目を向けさせ
ることをめざしている゛ 5が
，それは多様な民衆に着
目したものではなく
，「庶民」の生活として一括して
扱われている
。内容の部分における記述の中心は，昭
和33年版以来依然として
，支配階級（武士）が農民を
中心とする民衆をいかに支配したかにおかれている
。
平成元年版でも同様で
，多様な民衆の存在に着目させ，
その生活を学習させるものとはなっていない
。例えば，
日明貿易に関連して「背景にあるアジア各地域との交
流」゛ 6という解説がなされているが，誰が誰と貿易し
ていたかは問題にされていない
。そこでは民衆間の交
流が幕府による公式貿易の背景として触れられている
にすぎない。
また学習指導要領は
，生活文化の展開をみることに
よって「政治
・経済・社会の組織の動き，歴史的事件
などの意義を明らかにする
」と意義づけ，平成元年版
では
，学習の対象として衣食住・年中行事・労働・信
仰などがあげられている
。生活文化の重視を単に知識
の増大に終わらせず
，集合心性に迫るためには，生活
文化と時代や社会との関連を追究することが必要となる
。
このように学習指導要領は社会史的視点を取り入れ
ようとする意図はあるものの具体化されておらず
，前
述の３つの視点を満足するものではない
。では，教科
書の内容はどのように変化しているのだろうか
。
昭和36年版教科書に比べると昭和44年版
，58年版教
科書は
，しだいに歴史の舞台を重視するようになって
いる゛ 7
。しかし，歴史の舞台に関する記述は，政治的
事件が起こった場所と，政治の中心地である京都・
鎌倉がほとんどである
。それも地名のみを記したもの
が多く
，地域の自然条件や歴史的背景と関連付けて歴
史の展開を学習する内容とはなっていない
。例えば，
倭寇について「九州や瀬戸内海沿岸の武士や漁民のな
かには
，集団をつくって朝鮮や中国にわたり，貿易を
強要したり
，海賊をはたらいたりする者が現れた。」
と説明するが
，なぜこの地域の人々が中国や朝鮮にっ
ていったのか，海賊をはたらくのはなぜなのか，など
－88－
はいっさい記されていない。
教科書の中世の部分には
，農民をはじめ商人・職人・
漁民
一芸能民などさまざまな職業の民衆が記述されて
いる
。また，生活に関する記述の分量が増しているが，
その大部分は武士と農民に関するものである
。そして
貨幣経済の浸透にともない政治的にも無視できなくなっ
た有力商人の生活が付け加えられてい｡る
。それ以外の
民衆については
，その生活や職業の社会的意義などを
学習するものとはなっていない。
また
，58年版教科書には自由研究のページが設けら
れ
，地域に残る生活文化が紹介されている。衣食住に
関する記述が48年版教科書から登場し
，本文でも生活
文化に関する記述が増しているが
，いずれも表面的な
紹介にとどまっている
。例えば，戦国時代の頃から村
祭が始まったことが記されているが
，それが氏神を中
心とする村の共同体のしくみや
，氏神に対する信仰の
あり方と関連づけてとらえられなければ
，単なる事実
的知識の増大にとどま
ってしまう。
絵画資料や遺跡遺物の写真
，地図などの資料の掲載
も増えている
。しかし，これらの資料は本文記述との
関連が明確ではなく
，実際の授業の中でも十分に活用
されているとはいえない。
Ⅲ
。「日本の中世」の内容構成
ここでは前述の社会史の視点をとりいれて
，中世史
を事例にした新しい内容構成案を提起する。１．内容構成の方法
まず前述の視点Ａ＜地域の複合体としての日本列島の歴史＞を最も重視して，図１のように地域の枠組み
を設定した。
図1.地域の忰耜み
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図1.地球の枠組み
日本列島の地域的差異は
，東日本と西日本との間に
最も顕著にあらわれている
。そこでまず網野善彦氏の
研究゛ 8
。依拠して，日本列島を大きく東国と西国に
わけた
。次に日本列島を東アジア全体に位置づけるた
めに，村井章介氏の地域モデル゛ 9をもとに，「蝦夷」
一環シナ海地域・環日本海地域を設定した。
内容の選択にあたっては
，東国と西国の対抗関係を
鮮明にすること
，中央からみた地方の歴史ではなく，
地域に視点をおき
，日本列島の歴史や周辺諸国・諸地
域の動きと関連づけることを考慮した
。
中世の政治的対立・争乱は
，下記のように東国と西
国の対抗関係で表すことができる。
厂‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾｜　源平の争乱
ｌ　承久の乱
ｉ　本所一円頷に総動員令をしく
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I
「
?
?
??
?
――??
―‐?
??
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
‐
こうした東西の対立は
，それぞれの自然環境や歴史
的背景に規定された社会のあり方の違いから生じたも
のである
。東国の武士団と西国の武士団の性格の違い，
あるいは東国武士団を基盤とする鎌倉幕府と
，西国に
本拠地をおき朝廷や西国武士団をも支配下に組み込も
うとする室町幕府との相違点を
，地域の特質と関連づ
けて明らかにする。
歴史は
，政権交替など中央の政治的な動向だけで進
展するものではない
。日本列島の歴史は，東アジアの
大きな動きの中で
，他の地域と相互に作用しあって形
成されたものである
。この観点から環シナ海地域と環
日本海地域に視点をおき
，この地域の活動を取り扱う。
同時に
，日本列島には通常日本史で用いられる時代区
分では説明できない独自の歴史を持つ地域が存在したことを確認する’lO。
次に
，前記Ｂの視点＜多様な民衆とその生活に視点
をあてた歴史＞から
，農民以外に海民，悪党，都市住
民
，職人をとりあげ，中世においてもさまざまな生業
を持つ人々が存在し，多様な生活が営まれていたこと
に気づかせる。
さらに
，前記Ｃの視点＜集合心性に視点をあてた歴
史＞については
，「蝦夷」観念の変遷と一揆をとりあ
げる
。「蝦夷」を取り扱うことで中世の人々が観念し
た日本の領域を探る
。また，一揆が中世社会の慣行に
基づくものであったことを理解させ
，現代の常識で中
世社会をとらえるのではなく
，中世の集合心性に即し
て事象をとらえさせる。
内容の配列にあたっては
，地域の歴史を特設の課題
学習としてではなく
，通史の中に組み込んだ。
中世が古代と異なる大きな特色は
，武士が政治の舞
台に登場したことにある
。小単元田「中世の夜明け」
では，武士のおこりが新しい時代をきりひらいたこと
－89－
を鮮明にするために
，武士団を多く生みだした東国を
最初に配置する
。東国における武士団の成長や西国か
らの自立は
，東北社会が深く関与している。･東国の武
士は
，西国朝廷の「蝦夷」支配の軍事力として動員さ
れ
，「蝦夷」と戦うことで騎射などの武芸を鍛え，前
九年・後三年の役などの戦争で武士団を成長させていっ
た
。東国と東北の関係を明らかにするために東国の次
に東北をおき
，その後西国をとりあつかう。
つぎに
，鎌倉幕府の成立から戦国時代にはいる前ま
での時期を
，政治史を中心に，小単元（2囗3）にまと
め
，東国と西国を対比させる。その際，生徒が歴史事
象や社会の変化を無理なく受け入れられるよう時間の
流れにそって配列することを基本とした。
中世後期には東国と西国の違いだけでなく
，農村・
漁村
・都市などに分化し，惣村や自治都市の成立など
地域の自立が顕著になる
。環シナ海地域でも14･5世紀
の倭寇に引き続き
，活発な交易活動が展開する。中世
後期の特徴である貨幣経済の進展や土
一揆の頻発は，
民衆の広範な自立的活動によってもたらされたもので
ある
。そこでこれらの内容を，小単元　「地域の自立」
にまとめ
，戦国時代が中世から近世への過渡期である
ことを象徴的に表している越前朝倉氏の戦国城下町
一
乗谷を最後においた
。ただし，環日本海地域について
は
，「蝦夷」・アイヌ人の歴史との関連から，小単元
（1卜②「『蝦夷』の社会」に組み込んだ。＜表１．「日本の中世」の内容構成案＞
（1）中世の夜明け
①　武士発祥の地東国
②　「蝦夷」の社会③　平氏のめざした海洋性西国国家
（2）東国の自立
①　東国武家政権の誕生
②　東国政権の西国進出
（3）西国社会の転換
①　西国朝廷の抵抗
②　西国武家政権の誕生
（4）地域の自立
①　環シナ海地域
②　民衆の自立ａ.惣村と一揆　ｂ,都市と民衆
③　地域的小国家の出現
２。内容の特色と展開の視点
小単元ごとに内容の特色と展開の視点について述べ
ていく＊11．
剛　中世の夜明け
ここでは武士のおこりから平安時代末期までを扱い
，
東国・　匚蝦夷」・西国のそれぞれの地域の特質と独自
の歴史に着目する。
①では
，10世紀に朝廷を震寒させた平将門の乱を中
心に
，考古学の研究成果や自然条件と関連づけて東国
の歴史に焦点をあてる
。平将門の乱には，東国武士団
の実態と西国朝廷からの自立志向をみることができる
。
東国が多くの武士団を生み出した理由を
，開発に欠か
せない馬と鉄の生産地であったことから説明する
。ま
た支配階級に仕える存在であった武士団が
，武家政権
を樹立させるまでに実力を蓄えることができた理由を
，
石井進氏の匚イエ支配権
」の理論を用いて探求させる。
②では
，「蝦夷」には自然環境に適合した独自の歴
史が展開したことを明らかにする
。「蝦夷」は狩猟・
採集の生活が長く
っづき，水田耕作を基盤とする律令
体制にはなじまない地域であった
。西国の人々にとっ
てそこは異界との境を接する境界の地であり
，古代と
中世では「蝦夷
」ということばが指し示す地域も異なっ
ている
。鎌倉時代になると，東北地方最北部や北海道
南部は幕府によって流刑地とされ，主に西国の悪党や
海賊が流された。
しかし
，俘囚の豪族は「蝦夷」の人々との交易を行
い
，西国朝廷に朝貢しつつ独立国家を築き，平泉を中
心に仏教文化を栄えさせた
。津軽十三湊の繁栄に注目
して
，この地域が中国や朝鮮への北の窓口となってお
り
，北陸以北の日本海沿岸地域との海上交通も開けて
いたことを明らかにする。
③では
，海上交通の発達した西国社会を扱う。海民
には漁業だけでなく
，交易や廻船を生業とする人々も
いた
。彼らは，朝廷や大寺社と結びついて，海での自
由な活動を保証する特権を獲得し
，商人や剋船人となっ
て各地を遍歴したが
，時には掠奪を行う海賊に変身す
ることもあった
。西国の武士団は海民との関係が深く，
海の武士団といえる
。ここでは，海民の生活を扱い，
海の武士団の典型として松浦党をとりあげる
。平氏は，
瀬戸内海や九州の海の武士団を組織し
，中国の貿易を
積極的に推進しようとした
。貿易港として栄え中国人
の居留する博多を手中におさめ
，さらに瀬戸内海航路
を整備し
，福原に遷都する。
（2）東国の自立
鎌倉幕府は最初の自立した武家政権である
。この政
府が古くからの政治の中心地である畿内にではなく
，
東国の鎌倉に本拠地をおいたところに武家政権として
自立
・成長できた最大の原因がある。
①では
，幕府成立から承久の乱後，執権政治が確立
した頃までを扱う。鎌倉幕府は自立志向をもつ東国武
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士団を基盤とする政権である。畿内から離れた，防衛
に適した地形をもつ鎌倉に本拠地をおく。また幕府成
立当初から朝廷や貴族，寺社の支配下にある西国や本
所一円領には介入しないことが原則となっていた。こ
れらのことから，西国朝廷からの自立をめざす東国政
権としての鎌倉幕府の性格を浮き彫りにする。
②では，蒙古襲来とそれが日本に及ばした影響を扱
う。蒙古に侵略された高麗やベトナムは激しい抵抗を
示した。また，日本に襲来した蒙古軍は，侵略地の人々
を含む寄せ集めの軍隊であった。そのために日本は蒙
古軍に侵略されるにはいたらなかったが，その影響は
大きかった。蒙古襲来を契機として，幕府内部では北
条氏 の専制化か進み，成立以来の原則を崩して西国に
も支配を拡大していき，幕府滅亡へとつながる。　 ま
た，蒙古襲来絵詞を使って竹崎季長に焦点をあて，当
時の御家人，特に警備に動員された御家人の対応と，
御家人の所領を切望するありさまを扱 う。
（3） 西国社会の転換
南北朝の動乱によって朝廷や寺社の権威が低下し変
質していく西国社会を扱う。
後醍醐天皇を中心とする朝廷勢力は，西国の悪党を
組織し，幕府内の反北条氏勢力と結びついて幕府を倒す。
①では，建武の新政が東国武家政権による西国進出
に対する西国の反撃であったととらえ，悪党の実態と
荘園領主である公家や寺社の衰えに注目する。悪党は
幕府や荘園領主の支配に従わないため禁圧の対象とさ
れたが，在地に勢力を持ち，流通の拠点をおさえ，遍
歴する人々をも組織する人々であった。建武新政府の
成立後も足利氏は独自政権の樹立をめざし東西の対立
はつづく。日本列島を大軍が駈けめぐり，日本中で争
いが展開する。南北朝の動乱と南朝の敗北は朝廷や寺
社の権威を低下させた。
②では，西国に拠点をおいた室町幕府の性格を明ら
かにする。義満は，武士だけでなく朝廷と寺社をも支
配下 におくために，自ら公家化し，さらに出家してつ
いに法皇と同等の地位を獲得する。室町幕府を支えた
武士団も南北朝の動乱を経て変質していった。武士の
家では惣領制から嫡子単独相続制へ移行し，庶子たち
は権限を強めた惣領のもとで，家人と同様に遇される
ことになり，誰が惣領となるかが大きな問題とな９て
くる。家督相続をめぐる争いは，上部権力である幕府・
将軍の口出しを招き，鎌倉時代認められていたイエ支
配権が崩れていく。ここではイエ支配権にみられる武
家社会の変化を中心に社会の変質を取り扱う。
（4） 地域の自立
室町時代は社会の変動期にあって，確かな権威が存
在しないがために，地域独自の動きや民衆の自立的な
活動が顕著になる。
①では，中国・朝鮮・日本といった国の領域を越え
た民衆の活動をとりあげ，それが周辺 の国家の歴史に
も影響を及ぼしていることを明らかにする。
＜表2.  14 ～15世紀倭寇と東アジアの動き＞
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倭　　 寇
この年以降､高麗の沿
岸をしばしば侵す。
このころ活助最盛期に
はいり、朝鮮半島全域
を襲う。
このころまでに倭寇の活動おおよそ柊息
日　　 本
鎌倉幕府滅亡
南北朝分裂
観応の助乱
南　・
北　 九州南朝
鮮　 最盛期
の動
乱
南北朝合
義満、日明貿易開始
中　　 国
〈元〉
１１
１　紅巾の乱
１
〈明〉の建国
海禁を厳しくし、勘
合の制を定める。
朝　　 鮮
〈高麗〉
１１
１室町幕府に倭寇
禁圧を求める。
１１
李 成桂
倭寇を破る。
〈李氏朝鮮〉の建国
倭寇の根拠地対馬を
襲撃（応永の外寇）
表２で示したように，この地域の中心的な担い手で
あった倭寇の活動は，日本では南北朝の動乱期，中国
においては元から明への王朝の交替期，朝鮮では元 の
侵略によって疲幣した高麗が衰え，李氏が新たに建国
する時期にあたる。 そしてこれらの国の政権が安定す
ると倭寇の活動 も終息に向かう。このことは，環シナ
海地域の活動と周辺国家の状況が相互に影響を及ぼし
あって，それぞれの歴史を形成させることを表してい
る。ここでは倭寇の掠奪・海賊行為を，彼らの生業で
ある通商活動の一環としてとらえ，根拠地とされる対
馬など西北九州の地域的特質と関連づけて，交易が重
要な生活手段であったことをおさえる。
②－ａでは，室町時代に頻発した一揆を集合心性の
視点から取り扱う。一揆は，ある目的のために特定の
手続きや作法に従って結ばれた集団を さす。一般に
「一味神水」という手続きがとられ， これにより神を
媒介とした「一味同心」という連帯の心性を創り出す
ことができると考えられていた。畿内近国に多 くみら
れる惣村では，一揆を結んで掟を定めたり，頷主に対
抗した。ここでは，琵琶湖の北岸にある菅浦を事例に，
自治を行う惣村の生活を明らかにする。また，幕府に
初めて天下一同の徳政令を発布させた嘉吉の土一揆を
とり上げ，土一揆の組織的で計画的な行動 とと もに，
一揆を結んでの要求であるから徳政も認められるべき
だという中世の集合心性に焦点をあてる。
②－ｂでは，都市住民 の生活をあつかう。室町時代
には，貨幣経済・商品流通が活発となり，各地に都市
が形成される。大都市として政治経済の中心地京都を，
中小の港町として草戸千軒町，自治都市として博多を
とりあげる。これらの事例は，想像以上に豊かで多様
な生活が営むまれていたことを物語っている。草戸干
軒町遺跡から発掘された国内各地 の陶器や中国・朝鮮
の陶磁器は，広い範囲にわたり，活発に交易が行われ
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ていたことを示している。
③では
，戦国大名によって地域的小国家が形成され，
近世へと移行していく時期を扱う
。越前一乗谷は，朝
倉氏の家臣や手工業者の住居が立ち並び
，城下町を形
成している
。これは，在地領主として自立した「イェ
支配権
」を認められていた中世武士団が，所領地から
切り離され
，城下に集住する近世武士団へと変質して
いくありさまを示している
。また，住居跡からはさま
ざまな手工業者の生活をよみとることができ，茶道具
や花器
，香炉などの出土品から，茶の湯が民衆にまで
広く普及していたことなどもわかる
。一乗谷の遺跡や
出土品から
，中世から近世への過渡期にある戦国時代
の社会のありさまを探求させる。
おわりに
本稿では
，社会史の研究成果を歴史教育にとりいれ
る意義を述べ
，中学校社会科歴史的分野「日本の中世」
の内容構成のモデルを提示した
。その際通史学習とし
て構成したために
，社会史がもっている多様な性格が
十分生かしきれない面が生じたかもしれない
。今後は
実際の授業を通して問題点を明らかにするとともに課
題学習などについても考察し
，社会史の研究成果をふ
まえる方法を検討しなければならない
。
一般に社会科授業においては，教科書の内容を所与
のものとして受け入れ
，その内容をいかに理解させる
かに力点がおかれる
。しかし，歴史学の動向をふまえ
ながら歴史教育内容そのものを検討することも必要で
あろう
。社会史の研究成果をとりいれた歴史教育内容
や授業構成について
，さらに多くの人々によって研究
が行われ，相互に批判検討されることが望まれる。
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